


























































































































































































































































































30  「小野得了小說獎片商找上門 國片試探新題材總是好現象」）（『聯合報』1977年9月20日）。










































































































37  「文化【文学】高信疆：兄述“人吗”的消息」（『南方周末』、 第1074期、2004年9月9日、http://www.
southcn.com/weekend/culture/200409100033.htm、2010年8月27日アクセス）。
38 「聯合報小說散文獎今贈獎「聯合文學」舉行創刊酒會」（『聯合報』1984年10月28日）。
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『聯合報』発刊者の王惕吾は、『聯合文学』創刊の理由を、「現代の新聞は大衆文化の産品で
あり、紙幅制限がある。副刊の内容は大衆の興味を対象としたものであり、時にハイレベ
ルの文学読者の需要を完全に満たすことはできない」39と述べた。こうして聯合グループ
の文学の重点と資金は新聞から雑誌へ移っていく。
　一方、『中國時報』では引き続き文学賞が開催され、1986年には、軍人である父親が時空
を旅して自分の死後の評価を見てしまう張大春「將軍碑（将軍の記念碑）」が首奨を獲得、
戒厳令解除の年である1987年には、葉石濤 『台灣文學史綱（台湾文学史）』が、文学特別貢
献奨を授与された。また朱天心の小説発表中断後の第二作目である「十日談」が佳作を受
賞している。
　
（3）二大新聞の文学賞－「聯合報小説賞」を中心に（88年から89年）
　『聯合文学』の創刊を以て、聯合グループの文学は雑誌『聯合文学』に集約されていくか
に思われた。だが、戒厳令解除翌年の88年、「聯合報小説賞」は再び返り咲く。再開時の募
集要項には、「1976年から84年までの9年間を第一段階とし、戒厳令解除後、両岸文化交流
は日々盛んになり文学発展も新しい相互関係の第二段階に入った。……（中略）……全世
界の中国人を鼓舞し、文学の新紀元を拓こう」とある。その新しい試みの一つとして「大陸
地区短篇小說推薦獎」が設けられた40。当時、編集長の䁓弦は、「「聯合報小説賞」をイギリ
スのブッカー賞のような世界の文学賞にしたい」41と野望を語っている。　
　当時の文学賞受賞者及び副刊の読者たちの中心は、冒頭に掲げた李昂や朱天心と同じく
1950年代生まれの者たちだったと思われる。彼らが生まれた1950年代、反共イデオロギー
を標榜する多くの雑誌が創刊され、新たな文学の読者、作者の登場が渇望されていた。当然、
学校の内部においても読者、作者の増産が行われる。例えば反共中国青年救国団（以下「救
国団」と省略）および各救国団県市団委員会は、中国民族意識の覚醒と発揚、及び戦闘経験
の総括と伝播のため、青年雑誌を創刊し、反共文学、戦闘文芸の提唱を掲げ、各救国団県市
団委員会単位で大量に刊行した42。その後青年雑誌は、次第に反共色が薄れ、彼らが中高生
であった70年代以降、文芸創作の発表メディアとなっていくが、学校を介し中高生全員に
強制的に定期購読させるなど依然として大量に発行され続けた43 44。救国団という党国体
39 「聯合報小說及散文獎昨天贈發「聯合文學」創刊酒會嘉賓雲集」（『聯合報』1984年10月29日）。
40 「大陸地区短篇小說推薦獎」の要項によると、奨金は台湾元ではなく2000米ドルであり、受賞者は受賞式
のために来台の必要はなく、現地の代理人が届けると記されている（「聯合報第十屆小說獎擴大徵文辦法」
（『聯合報』1988年2月10日））。
41 䁓弦主編『小說潮 聯合報第十屆小說獎作品集』（臺北市、聯合報出版、1979年初版、1993年）16頁。
42 包遵彭『中國青年反共救國團在戰鬥中』（臺北市、幼獅出版社、1955年）55頁を参照した。
43 劉碧菊（『北市青年』編集者）を、2006年10月19日、台北市青年期刊社にて筆者がインタビューした。
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制を維持する担い手を育成する目的を持った国家組織と学校との連結により、こうした文
学のあり方が、数十年に渡り中高生、大学生に提供され続ける。その結果、読者や小作家を
量産し、文学のインフラストラクチャーが作られたと考えられる45。こうして育てられた
読者や小作家たちが、副刊の読者であった。そして、この文学教育の救国団側の中枢にい
た人物が、救国団の青年文芸雑誌『幼獅文藝』の編集長を69年から81年まで務め、1977年
10月から97年まで『聯合報』の編集長を務め、『聯合文学』を創刊した䁓弦である。
　『聯合文学』という文芸総合雑誌は成功した。だが文学が限られた文学愛好者のものにな
るには、まだ早かった。80年代末、文学はまだ䁓弦らが国策の下、育てた中産階級の大衆
読者のものであり、副刊は、政治的な、商業的な、またニュースとしての役割を持つ、文学
の場のみならず社会的な磁場であり続けていたことが、この「聯合報小説賞」の復活より
看取できる。
　復活した1988年の小説賞で一位を獲得したのは、黃鳳櫻「賣家」であり、不動産が高騰
する80年代の台湾において、離婚した寡婦が息子を育てるために家を売るという生きるこ
との困難を描いた社会風刺的な作品だった。また、第1回「大陸地区短篇小說推薦獎」には、
莫言「白狗鞦韆架（白い犬とブランコ）」が選ばれた46。
　注目したいのは、この年、初めて同性愛小説「開刀」が佳作に選ばれていることである。
その後も「聯合報小説賞」において、同性愛小説の受賞は続く。90年は李岳華「紅顏男子」
が佳作を受賞、91年には、同性愛小説、曹麗娟「童女之舞（童女の舞）」が一位に輝いた。
95年には、紀大偉「膜（膜）」が第一位を獲得、同年、「時報文学賞」においても邱妙津『鱷
魚手記（ある鰐の手記）』が推薦奨を授与されている。
　許劍橋「九○年代台灣女同志小說研究」によれば、同性愛小説の発表作品数は、「60年代：
8編、70年代：13編、80年代：16編、90年代：215編」47であり、90年代に急増しているこ
44 例えば、各県市青年写作協会分会20団体の月間発行総数（1982年）：125万4916部（『北市青年』（台北市、
23万部）、『青年世紀』（台北県、10万部）、『桃園青年』（桃園県、13万部）、『南投青年』（南投県、4万部）、
雲林青年（雲林県、6万部）、『高青文粹』（高雄市、8万2000部）、等）であった。台湾の1982年の中学生数
は108万2358名、高校生数は187万7015名44、合計126万9373名であり、125万部の発行部数とほぼ一致
する（王慶麟『青年工作叢書8 青年筆陣-青年的文藝活動』（臺北市、幼獅文化事業公司、1983年）14頁、『中
華民国教育統計（1994簡版本）』（臺北市、教育部、1994年）20頁を参照した）。
45  読者市場形成の問題については、赤松美和子「戒厳令期の台湾における「文学場」構築への一考察―救国
団の文芸活動と編集者䁓弦」（『日本中国学会報』第59号、日本中国学会、2007年10月）に詳しい。
46  第1回の選考は、莫言「紅高粱」、韓少功「女女女」、李銳「選賊」、李杭育「阿三的革命」が推薦され、「紅高
粱」は短編ではないという理由で落選、最後まで残った韓少功「女女女」は描写は評価されたものの、「白
い犬とブランコ」の芸術性がより高く評価され決定した。「聯合報第十屆短篇小說獎決審會議記實　大海
揚帆　大陸地區短篇推薦獎」（『聯合報』、1989年1月5日）。この「大陸地区短篇小說推薦獎」は、91年に
終わっている。
47 許劍橋「九○年代台灣女同志小說研究」（國立中正大學修士論文、2002年）4頁。
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とがうかがえる。もちろん、台湾の同性愛小説の経典である白先勇の「ᣩ子（ᣩ子）」が83
年に既に出版されており、同性愛文学は90年代に突如生まれたものではない。また、90年
代は、外省人第二世代文学、原住民文学、馬華文学（マレーシア出身の華人文学）などあら
ゆる新しい文学が生まれた年代でもあり、同性愛小説はその多元化のひとつだと見なすこ
ともできる。だが、この同性愛小説の急激な増産は、「聯合小説賞」が文学賞を以て同性愛
小説を肯定し、権威化したことが大きな要因だったのではないか。そして、「時報文学賞」
が政治小説や郷土文学に文学賞を与え、肯定し、それらを主流派の文学としたように、同
性愛文学を、周縁から主流派の文学へと仕立て上げたものこそ、「聯合報小説賞」だったの
ではないだろうか。
　その後の「聯合報小説賞」では89年には、アメリカの台湾化を描き、台湾の現状を揶揄
したSF政治小説、平路「台灣奇蹟（奇蹟の台湾）」が一位を、韓少功 「謀殺」が大陸地区短
編小説推薦賞を受賞した。「台灣奇蹟」も「玉米田之死」と同じくアメリカを舞台にしたも
のだが、タイトルに「台湾」をつけ、台湾を風刺した物語であることは一目瞭然である。90
年代を目前とし、「聯合報小説賞」は、ようやく政治小説にも賞を与え肯定した。また、外
省人第二世代の平路が書いた「台灣奇蹟」の受賞は、「聯合報小説賞」においても、「台湾」
というものをどう書くかということが、文壇全体の大きなテーマであることを改めて承認
したと思われる。
第4節　「政」の「時報文学賞」と「性」の「聯合報小説賞」
　本節では、第3節において概観した「時報文学賞」と「聯合報小説賞」について、それぞ
れの傾向を概括した上で、女性作家たちが90年代に発表した台湾物語の誕生の生成につい
て考察していく。
1．「政」の「時報文学賞」
　70、80年代の「時報文学賞」を概括すると、第一回目から、農村の苦境を描いた郷土文
学の宋澤莱「打牛⒧村（笙仔と貴仔の物語 打牛⒧村）」が受賞、第二回目には、台独組織に
入った頼索の人生を描き台湾の社会を風刺した黄凡「頼索（頼索氏の困惑）」に首奨を与え
るなど、郷土小説、政治小説といった政治的な社会批判精神を持った作品が、選ばれてき
たことがわかる。
　一方、「聯合報小説賞」では、二大新聞の文学賞が共に政治文学の発展に影響を持ったわ
けではなく、批判精神に満ちた政治小説や郷土小説に文学賞を与え牽引してきた「時報文
学賞」に比べ、初期の「聯合報小説賞」は、政治小説や郷土文学に対して、保守的な選考を行っ
てきたことがわかる。例えば、郷土文学論争後、張子樟「老榕」（78年）や蕭麗紅「千江有水
千江月」（80年）など郷土を描くという広い意味での郷土文学を選んではいるものの、これ
らは決して当時の社会批判精神を内包した作品とはいえない。また政治小説として始めて
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受賞した平路「玉米田之死」（83年）は、台湾ではなくアメリカを舞台にした作品であった。
　同時に、「時報文学賞」の受賞作にみるような鋭い批判精神を含んだ郷土文学や政治小説
の受賞こそないが、初期の「聯合報小説賞」が、当時の社会を完全に無視していたわけでは
ないことも推察できる。むしろ、郷土、政治文学に対して、肯定も否定もせず、慎重に、絶
妙に対処してきたといえるのではないか。一方、戒厳令解除後に再開された「聯合報小説賞」
においては、「賣家」や「台灣奇蹟」といった「台湾」の現状を風刺的に書いた作品が選ばれ
ており、解厳後、「聯合報小説賞」が、政治小説に対しても門戸を開き、肯定した。結果とし
て、二つの文学賞は、次第に差がなくなっていく。
　いずれにしても、政治小説を文学賞を以て肯定し、「聯合報小説賞」の傾向を変えるほど
文学界に影響を与え、政治小説を主導したのは、「時報文学賞」である。
2．「性」の「聯合報小説賞」
　また、今回、「聯合報小説賞」が、フェミニズム小説や同性愛小説に積極的に賞を与え、
主導してきたという事実も浮かび上がった。「聯合報小説賞」が女性文学に対して力を注い
できたのは、瓊瑤の小説などを積極的に掲載してきた「聯合報小説賞」以前の「聯合副刊」
のあり方を継承したという側面もあるだろう。
　だが、「聯合小説賞」が、意図的に女性文学や同性愛文学に賞を与えてきたとも考えられ
るのではないか。確かに、本土派の台湾文学史が出版され始めた解厳後、70年代末に起こっ
た郷土文学論争は台湾文学史における最重要事項として扱われている48。一方、作家の政
治的立場を重視するが故に解厳後の台湾文学史において郷土文学論争の影に隠れてしまっ
たのが同じく70年代末に起こった閨秀文学現象であった49。そして、閨秀文学の中心的な
役割を担っていたのが、朱西甯を中心とした三三文学集団である。
　戦後の台湾では女性の学歴が外省人を中心に高く50、それまでも女性作家はいたものの、
女性作家たちがまとまった傾向を持つことがなかっただけに51、閨秀文学は非常に大きな
潮流となった。邱貴芬は、大量生産といった生産、消費条件の変化52、並びに「台湾社会に
おけるジェンダー構造の変化、中産階級女性の就業率の増加」53との関係を指摘している。
48  葉石濤『台灣文學史綱』（高雄、文學界雜誌社、1987年）・彭瑞金『台灣新文學運動四十年』（高雄、春暉出版社、
1997年）など。
49 葉石濤『台湾文学史』は、八〇年代、台湾文学に「女性文学」の領域が開拓されたことに若干触れている
ものの（前掲書、179頁）、閨秀文学を担った朱天心、蘇偉貞、蔣曉雲の記述はない。
50 瀬地山角『東アジアの家父長制－ジェンダーの比較社会学』（勁草書房、1996年）255頁、269頁を参照した。
51  邱貴芬「族國建構與當代台灣女性小說的認同政治」（『仲介台灣女人　後殖民女性觀點的台灣閱讀』、臺北
市、元尊文化、1997年）39頁。
52 邱貴芬「族國建構與當代台灣女性小說的認同政治」（前掲）45頁。
53 邱貴芬「族國建構與當代台灣女性小說的認同政治」（前掲）46頁。
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このように閨秀文学現象は、70年代以降の政治的状況の変化による党国体制から資本主
義経済への、台湾社会におけるヘゲモニーの移行、及び「台湾」ということの解釈が重大
関心事となり、それを政府系新聞が受け入れ主導的な役割を果たしていく正に過渡期に起
こった現象であった。
　「聯合報小説賞」においても、80年代以前は、蔣曉雲54「掉傘天」（76年）、蔣曉雲「姻緣路」
（78年）、袁瓊瓊「自己的天空」（80年）、蘇偉貞「紅顏已老」（80年）、蕭麗紅「千江有水千江
月」（80年）など、三三文学集団の作家による閨秀文学が多く受賞している。80年代に入り、
閨秀文学の担い手であった蔣曉雲、蕭麗紅は文壇の主流派から消えていく55。だが、「聯合
報小説賞」において、その後、平路「玉米田之死」（83年）、李昂「殺夫」（83年）など優れた
女性作家の小説が、誕生していることを考えると、閨秀文学の受賞を三三文学集団出身故
に過ぎず、単なるブームであり文学史上において意義がないと軽視することはできない。
　また、張誦聖が、朱天文、蒋曉雲、袁瓊瓊の作品について、政治を直接擁護、批判するわ
けではないが、歴史事件を個人化したと指摘し56、更にその論述について、張愛玲の影響で
あり外省人第二世代という作家の経歴そのものが政治の矛盾の表現であることを提示した
と述べているように57、閨秀文学は、文学の生産、消費の変化のみならず、文学的な技法に
おいても、それまでの「大きな物語」に対して、個人的なことを以て歴史的なことを書く新
たな論述を生み出したといえる。つまり、「聯合報小説賞」による閨秀文学の肯定は、その
後の文学のあり方に大きく影響を与えていると考えられる。
　また、これらの女性作家による小説が商業的に成功していることにも注目したい。84年
の聯経出版の非実用書の売り上げをみると、トップ6は、蕭麗紅『千江有水千江月』、蕭麗
紅『桂花巷』、李昂『殺夫』、廖輝英『不歸路』、蘇偉貞『世間女子』、蘇偉貞『紅顏已老』であ
り58、全て女性作家の作品である。これらの作品のうち、『桂花巷』以外は、「聯合報小説賞」
の80年から83年までの受賞作である。蕭麗紅『千江有水千江月』は、聯合グループである
聯経出版の三十年史において31万部を売り上げ、小説部門の歴代発行部数第四位に輝いて
いる59。
　「聯合報小説賞」は、「時報文学賞」と比較すると、政治や郷土といった社会批判精神を内
54 蔣曉雲は、朱西㿟が救国団の文芸営で指導した生徒であった。蘇偉貞、蕭麗紅（1950－・嘉義）も朱西㿟
の弟子である。（張瑞芬「張愛玲的散文系譜」『逢甲人文社會學報』第8期、、臺中市、逢甲大學 人文社會學院、
2004年）82頁。）
55 邱貴芬「族國建構與當代台灣女性小說的認同政治」（前掲）39頁。
56 張誦聖「袁瓊瓊與八0年代台灣女性作家的「張愛玲熱」」（『文學場域的變遷』、（臺北市、聯合文學、2001年）
64頁。
57 張誦聖「袁瓊瓊與八0年代台灣女性作家的「張愛玲熱」」（前掲）65頁。
58 「七十三年　暢銷書 排行榜」『經濟日報』（1985年2月13日）。
59 「二十萬冊以上排行榜聯經三十年 十大暢銷書」（『聯合報』2004年5月2日）
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包した文学に対しては保守的な態度を取ってきたことは既に指摘した通りだが、商業的に
成功している作品が多いことを見過ごすことはできない。とりわけ女性作家の作品はベス
トセラーになる確率が高かったようだ。だとすれば、聯経出版という出版社をグループ会
社として抱える『聯合報』が、「聯合報小説賞」を女性作家の作品に多く与えていることは、
偶然ではないはずである。正統派と言われる『聯合報』の「聯合報小説賞」は、政治や郷土
小説に対して慎重な態度を取らなければならなかったからこそ、商業的な成功が予想でき、
政治批判を直接的には書かない女性作家の小説や同性愛小説を積極的に選出し、文壇、或
いは聯合報社における「聯合報小説賞」の位置を死守し続けたのではないだろうか。その
結果、女性作家の小説や同性愛小説の発展に寄与したと考えられる。
第5節　おわりに
　本稿では、90年代に発表された女性作家たちによる「私たち」の台湾物語の誕生の生成
の背景を探るべく、二大新聞の文学賞の変遷を、80年代までの「聯合報小説賞」を中心に、
概観し、分析してきた。
　1950年代生まれの女性作家たちが90年代に発表した、他者である主人公の個人の記憶を
遡及し「私たち」の台湾を創造する物語、それぞれの台湾物語を書いた文学は、二つの文学
賞により肯定され、権威化された語り、つまり「時報文学賞」が主導した、批判精神を内包
し文学を以て政治的な主張を表す政治小説の語りと、「聯合報小説賞」により承認され、権
威化された個人的なことを以て歴史的なことを書く閨秀文学の語りを踏襲し、生成された
文学だといえるのではないだろうか。　
　二大新聞の文学賞は、中華文芸奨金委員会の文学賞が反共文学を正統な文学として認可
したように、政治小説や閨秀文学など新たな文学を認可した。
　そして、女性作家たちが、個人の記憶を遡及することを通してそれぞれの台湾を語る、
90年代の「私たち」の台湾文学の誕生を誘導したと筆者は考えている。
i  本稿は、日本台湾学会第11回学術大会（2009年6月6日　於日本大学）第3分科会「「台湾で〈作家〉を目
指すということ―日本統治期・国民党戒厳令期の二つの『抑圧』下における青年たちの欲望」における口
頭発表「戒厳令期における『作家』を志望する青年たち―二大新聞の文学賞を中心に」を基にしたもので
ある。大変有益なコメントをくださった紅野謙介先生、共同企画者の和泉司さん、ご意見くださった先生
方ありがとうございました。
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